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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年4月3日(2014.4.3)

【公開番号】特開2012-208342(P2012-208342A)
【公開日】平成24年10月25日(2012.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2012-044
【出願番号】特願2011-74348(P2011-74348)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｌ
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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月14日(2014.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　読出制御部２２のスキュー補償部２２１は、信号処理回路を複数用いたマルチチップ構
成で映像表示を行う場合、各信号処理回路間で入力映像信号のスキューを生じても、この
スキューによる誤動作を防止する。スキュー補償部２２１は、信号処理回路制御部４０か
ら供給された水平同期信号Ｅｘｔ_Hと垂直同期信号Ｅｘｔ_Vとフレーム信号Ｅｘｔ_FLDに
基づき、信号処理後の映像信号を各信号処理回路から位相差を少なくして出力できるよう
にタイミングを調整する。スキュー補償部２２１は、タイミング調整後の各信号を信号選
択部２２２に出力する。例えば各信号処理回路間でシステムクロックの最大４クロック分
のスキューが発生する場合、水平同期信号Ｅｘｔ_Hを８クロック分遅延させる。この場合
、遅延後の水平同期信号Ｅｘｔ_Hのタイミングは、最大４クロック分のスキューが発生し
ても、同じ垂直期間およびフィールド期間のタイミングとなる。したがって、遅延した水
平同期信号Ｅｘｔ_Hのエッジで垂直同期信号Ｅｘｔ_Vとフレーム信号Ｅｘｔ_FLDの取り込
みを行い、新たな垂直同期信号Ｅｘｔ_Vとフレーム信号Ｅｘｔ_FLDとして出力する。この
ようにすれば、各信号処理回路間でスキューが発生しても、スキューの影響を防止できる
。また、水平同期信号Ｅｘｔ_Hの遅延は、発振器４５-Aからのシステムクロック信号ＳＣ
ＬＫに基づいて行うことで、信号処理回路制御部４０から水平同期信号Ｅｘｔ_Hと垂直同
期信号Ｅｘｔ_Vとフレーム信号Ｅｘｔ_FLDと共にクロック信号を供給する必要がない。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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